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建物概要・計画地・コンセプトについて

 計 画 地 ⼤阪府⼤阪市中央区城⾒1丁⽬
 ⽤ 途 主⽤途︓テレビスタジオ（放送施設）
 敷地⾯積 12,495.90 ㎡
 延床⾯積 51,194.58 ㎡
 階 数 B1・F17F・P2
 構 造 RC・SRC・S造

⼤阪ビジネスパーク駅出⼝
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2) 利⽤形態に対応したスタジオ可変空調システム
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スタジオ

隣室

置換空調による居住域空調 ⾼発熱負荷処理空調

スタジオ準備時 スタジオ収録時

スタジオ内での作業空間を考慮 居住域＋照明や機器発熱を考慮

 利⽤形態（収録や準備時等）により⼤きく異なる空調負荷特性に対応して変化する
スタジオ空調システムの構築

01 放送機能の特性に適した省CO2技術
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 ソックダクトをラック室空調に採⽤
→無結露，全周から均⼀吹き出し，不燃化による安全性向上，省⼒化

 冷⽔⼤温度差と変⾵量・空気搬送ファン台数制御による搬送動⼒の低減
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3) ラック室における不燃性ソックダクトを利⽤した⼤温度差空調システム

01 放送機能の特性に適した省CO2技術
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⼈検知ON⼈検知 OFF

照明制御管理⽤PC (防災センター)DALI
制御ユニット

3) 明るさ感を⾼める照明制御システムとパーソナル制御
 天井⾯、⼈の視野⾓での明るさ感を⾼めた照明器具を採⽤
 ＤＡＬＩ制御を利⽤し、⼈検知・明るさセンサーにより照明をきめ細かく制御

DALI制御

パーソナル制御

LED照明

照明イメージ

HUB

02 スマートウェルネスに配慮した普及性の⾼い省CO2技術
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 厨房機器の利⽤実態（ガス消費量、電流値）に応じた換気量の変⾵量制御により、
換気・空調エネルギーを削減

 導⼊外気を空調処理空気と未処理空気に分け、厨房プランニングと整合
 未処理空気は排気経路までショートパスさせ、外気処理エネルギーを削減

4) 厨房利⽤実態に応じた換気⾵量制御システム
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02 スマートウェルネスに配慮した普及性の⾼い省CO2技術
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03 地域貢献に配慮した⾮常時のエネルギー⾃⽴と省CO2の実現

 放送機能継続のための各種BCP
対策とCGSの導⼊

 常時
→デマンドカット＋排熱利⽤

 ⾮常時
→⼀般部・共⽤部へ電⼒供給

来館中の帰宅困難者に対応
 中圧ガス利⽤による省CO2

今⽉の⼀次エネルギー消費量

放送
機能

⼀般機能

その他

今⽉の⼆酸化炭素消費量

放送
機能

⼀般機能

その他

STUDIO１
現在の消費電⼒
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1) 省CO2と⾮常時の地域貢献を⽬指した中圧ガス利⽤コージェネレーションシステム

2) 放送施設のエネルギー⾒える化による省エネ⾏動の促進と災害時の情報発信

 デジタルサイネージによる
放送機能のエネルギー⾒える化

 ⾮常時 災害情報の表⽰等の
情報提供に活⽤

事業全体の省CO2効果
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ＣＯ２排出量(基準建物)

9,541 ton-CO2/年

ＣＯ２排出量(提案事業)

7,023 ton-CO2/年

ＣＯ２排出削減量

2,518 ton-CO2/年

ＣＯ２排出削減率

26％

01 放送機能の特性に適した省CO2技術
02 スマートウェルネスに配慮した普及性の⾼い省CO2技術
03 地域貢献に配慮した⾮常時のエネルギー⾃⽴と省CO2の実現

上記の取組みにより⼤阪ビジネスパークに位置する次代の放送施設を⽬指します




